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岡崎市制10 0周年記念事業
岡崎まちものがたり　40  六ツ美北部学区まちものがたり

〔表紙写真〕　犬尾神社の大幟（2016年10月撮影：酒井 正）

〔参考資料〕　新編岡崎市史/六ツ美村誌/六ツ美
北部小学校100周年記念誌

〔作成委員会〕　柴田年紀 / 太田幸夫 / 成瀬洋二 / 
柴田正光 /  鈴木清治 / 清水澄夫 / 鈴木康男 / 本田光正

　「岡崎まちものがたり」の編集は、当該年度の各町総代を中心に行いました。可能な限り正確
に記載するため、関係者の方々にお話を聞き、多くの資料を調べてまとめました。写真や資料を
快く提供してくださったみなさまに心より御礼申し上げます。

受け継がれる郷のこころ

六ツ美北部学区のイベント

毎年11月に学区住民で清掃活動
を行っています。大人や子ども、
学校の先生など400～500人ほど
が集まり、町ごとに分かれて道路
や空地、農道、堤防などを掃除し
ます。この活動を通じて、自然環
境の保護や美化意識の向上を計
り、住民同士のふれあいの場にも
なっています。

クリーンアップ事業

毎年11月第4日曜日に「子ども祭り」
を行っています。大勢の子どもたちと
お父さんお母さんたち、学区の住民が
参加します。町内ごとに手作りのゲー
ムを用意し、順番に移動しながら進み
ます。屋台やツイストパン作りもあり、
楽しいイベントが目白押し。親子や地
域のふれあいに欠かせない大切な行
事です。

子ども祭り

気分もすっきり、
みんなの表情も清 し々い！

お父さんたちの
手作りお菓子

大人気の
ツイストパン作り

発行　2017年１月

アルミ缶、20秒で
いくつ積めるかな？
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井
内
八
幡
宮
と
久
世
の
殿
様

　
犬
尾
神
社
の
秋
の
例
大
祭
は
大
幟
を
立

て
る
こ
と
か
ら
始
ま
り
ま
す
。大
幟
の
幟 

竿
の
長
さ
は
約
20
m
、直
径
は
最
も
太
い

と
こ
ろ
で
約
27
㎝
。樹
高
18
m
の
神
木
、大

ケ
ヤ
キ
よ
り
も
高
く
、近
隣
で
は
見
ら
れ

な
い
大
き
さ
で
す
。

　
例
大
祭
の
前
日
、氏
子
た
ち
が
力
を
合

わ
せ
て
幟
立
て
を
行
い
ま
す
。ロ
ー
プ
で

縛
っ
て
左
右
か
ら
引
き
、幟
竿
が
倒
れ
な

い
よ
う
固
定
し
ま
す
。こ
の
時
に
欠
か
せ

な
い
の
が
、「
竿さ

お

立だ

て
」と
呼
ば
れ
る
道
具
。

竿
立
て
で
支
え
な
が
ら
、慎
重
に
立
て
て

い
き
ま
す
。幟
が
上
が
れ
ば
祭
り
の
準
備

は
完
了
。例
大
祭
当
日
は
神
輿
渡
御
を
行
い
、

浦
安
の
舞
を
奉
納
し
ま
す
。

犬
尾
神
社
の
大
幟

　
井
内
八
幡
宮
の
北
、久
世
と
呼
ば
れ
る

場
所
に
、久く

世ぜ

平へ
い

四し

郎ろ
う

長な
が

宣の
り

と
呼
ば
れ
る
殿

様
が
住
ん
で
い
ま
し
た
。長
宣
は
家
康
公

に
仕
え
て
い
ま
し
た
が
、一
向
一
揆
が
起

こ
る
と
家
康
公
に
背
い
て
一
揆
軍
に
加
わ

り
ま
す
。し
か
し
、長
宣
の
子
、廣ひ

ろ

宣の
り

は
16

歳
の
時
に
家
康
公
に
赦
面
さ
れ
、そ
の
後

は
数
々
の
武
功
を
挙
げ
、五
千
石
の
禄
を

も
ら
う
ま
で
に
な
り
ま
し
た
。

　
秋
の
例
大
祭
で
は
神
輿
道
中
を
行
い
、

久
世
の
殿
様
を
は
じ
め
、天
狗
や
役
行
者
、

獅
子
舞
、子
ど
も
た
ち
も
行
列
に
加
わ
り
、

町
中
を
賑
や
か
に
練
り
歩
き
ま
す
。社
殿

で
は
舞
姫
が
浦
安
の
舞
を
奉
納
し
ま
す
。

六
ツ
美
北
部
学
区
の
祭
り

必
見
！

犬
尾
神
社
の
例
大
祭

10
月
第
4
日
曜
日

日程

日程

井
内
八
幡
宮
の
例
大
祭

10
月
第
1
日
曜
日

け
ん
び

お
お
の
ぼ
り

く　
　
ぜ

column

撮影：小嶋勝太郎

けんとう

やすふじ

みのがわ ば とう

とっ か わ

うえ じ

犬頭伝説
けんとう

　下和田町の犬尾神社に対して、ここから北へ約
2kmの宮地町には犬頭神社があります。この二つの
神社の名は、上和田城主宇都宮泰藤（後に大久保と
改姓）と白い犬が登場する「犬頭伝説」に由来してい
ます。主人の宇都宮に大蛇の危険を知らせようと吠え
た犬は、無礼者と首をはねられてしまいます。その時、
犬の首は大蛇の喉に噛み付き、尾は飛んでいきました。
頭部は犬頭神社に、尾は犬尾神社に祀られていると
いわれています。

　祭礼の幟竿は、昭和51年4月4日、旧額田町鳥川
の山から樹齢80年、66尺（約20m）の神木を切り出
したものです。リヤカーに乗せて蓑川、馬頭（現在の
美合町）、上地を通って、約４時間かけて神社まで運
び、当日はマラソン大会のように沿道からたくさんの
声援が送られました。

犬尾神社の幟竿

撮影：酒井正

いいぞ、その調子だ、
あともう少し

さぁ、持ち上げるぞ～！

みんなで担いで、
よいしょこらしょ！

竿立ては幟竿を
支えるのに必須

趣向を凝らした
子どもの神輿

行列の先頭を
天狗が歩く

中央が久世の殿様。
毎年、厄年会から選ばれる

子どもの獅子舞

境内では
浦安の舞を奉納

井
内
八
幡
太
鼓
の

奉
納
演
奏

木造の小屋から幟竿を
取り出すのも一苦労
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改修工事が完了した占部川 占部川に架かっていた郡界橋。碧海郡と額田郡
の境界にあった 郊外型店舗が並ぶ、県道桜井岡崎線 昭和40年頃の六ツ美北部小学校 田畑が広がっていた昭和23年の六ツ美村。左上

に矢作川、右端に占部川が流れる1122334455

一
九
〇
六
年
▪
明
治
39 

碧
海
郡
六
ツ
美
村
が
誕
生…

一
九
〇
八
年
▪
明
治
41 

六
ツ
美
第
二
尋
常
小
学
校
（
現
在
の
六
ツ
美
北
部
小
学
校
）
が
開
校

一
九
三
八
年
▪
昭
和
13 

占う
ら

部べ

用
水
が
完
成

一
九
五
八
年
▪
昭
和
33 

町
制
施
行
で
碧
海
郡
六
ツ
美
町
と
な
る

一
九
六
〇
年
▪
昭
和
35 
六
ツ
美
地
区
の
土
地
改
良
が
完
成

一
九
六
二
年
▪
昭
和
37 

六
ツ
美
町
が
岡
崎
市
に
合
併
す
る

 

六
ツ
美
北
部
小
学
校
と
改
称…

一
九
六
七
年
▪
昭
和
42 

市
営
住
宅
土
井
荘
が
完
成

一
九
七
一
年
▪
昭
和
46 

六
ツ
美
北
部
小
学
校
の
北
舎
西
校
舎
が
新
築

一
九
七
七
年
▪
昭
和
52 

学
区
の
上
和
田
町
が
城
南
学
区
に
編
入

一
九
八
一
年
▪
昭
和
56 

土
井
町
公
民
館
が
開
館

一
九
八
五
年
▪
昭
和
60 

六
ツ
美
北
部
学
区
市
民
ホ
ー
ム
が
開
館

一
九
八
六
年
▪
昭
和
61 

愛
知
県
中
央
青
果
株
式
会
社
・
岡
崎
地
方
卸
売
市
場 

 
 

 

（
岡
崎
市
内
3
市
場
）が
土
井
町
に
統
合
移
転
さ
れ
る

一
九
八
七
年
▪
昭
和
62 

第
一
回
六
ツ
美
北
部
学
区
文
化
展
が
開
催

一
九
八
八
年
▪
昭
和
63 

牧
御
堂
歩
道
橋
が
完
成

 

県
道
2
9
3
号
桜
井
岡
崎
線
が
供
用
開
始 

 
 

 
 

（
前
年
に
一
部
開
通
）…

一
九
八
九
年
▪
平
成
1 

六
ツ
美
北
部
学
区
こ
ど
も
の
家
が
完
成

一
九
九
一
年
▪
平
成
3 

毘
沙
門
天
の
ホ
ソ
バ
、
犬
尾
神
社
の
大
け
や
き 

 
 

 
 

が
ふ
る
さ
と
の
名
木
に
選
定

一
九
九
四
年
▪
平
成
6 

井
内
町
公
民
館
、
土
井
町
民
会
館
が
開
館

一
九
九
五
年
▪
平
成
7 

県
道
78
号
安
城
幸
田
線
の
一
部
が
供
用
開
始

一
九
九
七
年
▪
平
成
9 

学
区
の
法
性
寺
町
・
赤
渋
町
・
中
之
郷
町
・
宮
地
町
が
六
ツ
美
西
部
学
区 

 

に
分
離

一
九
九
九
年
▪
平
成
11 

下
和
田
町
公
民
館
、
野
畑
町
公
民
館
が
開
館

二
〇
〇
二
年
▪
平
成
14 

市
道
和
田
1
号
線
が
供
用
開
始

二
〇
〇
三
年
▪
平
成
15 

市
道
井
内
新
村
線
の
一
部
が
供
用
開
始

二
〇
〇
六
年
▪
平
成
18 

牧
御
堂
町
公
民
館
が
開
館

二
〇
〇
七
年
▪
平
成
19 

県
道
78
号
安
城
幸
田
線
が
全
面
供
用
開
始

二
〇
〇
八
年
▪
平
成
20 

「
平
成
20
年
8
月
末
豪
雨
」で
占
部
川
が
越
水
し
、大
き
な
被
害
を
受
け
る

二
〇
一
〇
年
▪
平
成
22 

市
営
土
井
住
宅
が
完
成

二
〇
一
四
年
▪
平
成
26 

郡
界
橋
が
新
橋
建
設
の
た
め
撤
去…

二
〇
一
六
年
▪
平
成
28 

占
部
川
の
改
修
工
事
完
了…

六
ツ
美
北
部
学
区
の
な
り
た
ち

農
業
中
心
の
町
か
ら
商
業
・
住
宅
地
へ

その後、昭和49年に東校舎が増築され、
56年に南舎の2階建てが完成。
59年に現在の校舎になりました以降、毎年1月に六ツ美北部

小学校体育館で行われています。
みなさん、見に来てください！

犬尾神社の大けやき。
樹高18.0m、幹回り2.7m、
根回り4.5m、枝張り18.0mの

美しい樹姿

11
22

33

44

55

み

か
す

う
ら
べ

ね
む
の

渋
町
・
中
之
郷
町
・
宮
地
町
の
4
町
が
六

ツ
美
西
部
学
区
へ
分
離
さ
れ
ま
し
た
。現

在
の
六
ツ
美
北
部
学
区
は
井
内
町
、牧
御

堂
町
、土
井
町
、下
和
田
町
、野
畑
町
の
5

町
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
六
ツ
美
北
部
に
は
千
年
以
上
続
く
犬
尾

神
社
の
祭
り
や
、ふ
る
さ
と
の
名
木
な
ど
、

先
人
た
ち
が
残
し
て
き
た
財
産
を
大
切
に

し
て
い
ま
す
。多
く
の
戦
国
武
将
を
輩
出

し
た
場
所
で
も
あ
り
、町
名
な
ど
に
そ
の

名
残
が
見
ら
れ
ま
す
。こ
れ
か
ら
も
故
郷

の
歴
史
や
祭
り
、受
け
継
が
れ
て
き
た
郷

の
心
を
、未
来
の
子
ど
も
た
ち
へ
伝
え
て

い
き
ま
す
。

い
な
い

ま
き
み

ど
う 六

ツ
美
北
部
学
区
の
あ
ゆ
み

　
明
治
39
年
に
糟
海
村（
井
内
・
牧
御
堂
・

土
井
）、占
部
村（
下
和
田
・
野
畑
）、合
歓

木
村
、青
野
村
、中
井
村
、中
島
村
の
６
村

が
合
併
し
て
六
ツ
美
村
が
誕
生
し
ま
し
た
。

　
矢
作
川
左
岸
流
域
に
位
置
す
る
六
ツ
美

北
部
学
区
は
肥
沃
な
土
地
で
、道
端
に
は

ツ
ク
シ
や
タ
ン
ポ
ポ
が
咲
き
、古
く
か
ら

稲
作
が
盛
ん
に
行
わ
れ
る
田
園
地
帯
で
し

た
。裏
作
に
は
菜
種
が
栽
培
さ
れ
ま
し
た
。

特
に
昭
和
初
期
か
ら
30
年
代
ま
で
は
全
国

有
数
の
生
産
地
と
し
て
知
ら
れ「
六
ツ
美

の
菜
種
か
、菜
種
の
六
ツ
美
か
」と
い
わ
れ

る
ほ
ど
で
し
た
。

　
昭
和
40
年
代
に
入
る
と
岡
崎
市
内
の
各

所
に
団
地
が
建
設
。県
道
や
市
道
が
整
備

さ
れ
始
め
る
と
都
市
化
の
波
が
急
速
に
押

し
寄
せ
、農
業
中
心
の
地
か
ら
商
業
地
、住

宅
地
へ
と
生
ま
れ
変
わ
り
ま
し
た
。（…

 　

 

） 

そ
れ
に
伴
い
人
口
が
急
増
し
、昭
和
52
年

（
1
9
7
7
）に
上
和
田
町
が
城
南
学
区
に
、

平
成
9
年（
1
9
9
7
）に
法
性
寺
町
・
赤 66新しい道が井桁状に開通した六ツ美北部学区。平成24年撮影66

占
部
川

占
部
川

六
ツ
美
北
部
小
学
校

六
ツ
美
北
部
小
学
校

市道井内新村線

市道井内新村線

県
道
安
城
幸
田
線

県
道
安
城
幸
田
線

市
道
和
田
1
号
線

市
道
和
田
1
号
線

県
道
桜
井
岡
崎
線

県
道
桜
井
岡
崎
線 き

□人　口 11,878人
 男性 6,122人
 女性 5,756人
□世帯数 4,771世帯
□面　積 2.84㎢
[2016年7月現在]

d ata
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井
内
八
幡
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と
久
世
の
殿
様

　
犬
尾
神
社
の
秋
の
例
大
祭
は
大
幟
を
立

て
る
こ
と
か
ら
始
ま
り
ま
す
。大
幟
の
幟 

竿
の
長
さ
は
約
20
m
、直
径
は
最
も
太
い

と
こ
ろ
で
約
27
㎝
。樹
高
18
m
の
神
木
、大

ケ
ヤ
キ
よ
り
も
高
く
、近
隣
で
は
見
ら
れ

な
い
大
き
さ
で
す
。

　
例
大
祭
の
前
日
、氏
子
た
ち
が
力
を
合

わ
せ
て
幟
立
て
を
行
い
ま
す
。ロ
ー
プ
で

縛
っ
て
左
右
か
ら
引
き
、幟
竿
が
倒
れ
な

い
よ
う
固
定
し
ま
す
。こ
の
時
に
欠
か
せ

な
い
の
が
、「
竿さ

お

立だ

て
」と
呼
ば
れ
る
道
具
。

竿
立
て
で
支
え
な
が
ら
、慎
重
に
立
て
て

い
き
ま
す
。幟
が
上
が
れ
ば
祭
り
の
準
備

は
完
了
。例
大
祭
当
日
は
神
輿
渡
御
を
行
い
、

浦
安
の
舞
を
奉
納
し
ま
す
。

犬
尾
神
社
の
大
幟

　
井
内
八
幡
宮
の
北
、久
世
と
呼
ば
れ
る

場
所
に
、久く

世ぜ

平へ
い

四し

郎ろ
う

長な
が

宣の
り

と
呼
ば
れ
る
殿

様
が
住
ん
で
い
ま
し
た
。長
宣
は
家
康
公

に
仕
え
て
い
ま
し
た
が
、一
向
一
揆
が
起

こ
る
と
家
康
公
に
背
い
て
一
揆
軍
に
加
わ

り
ま
す
。し
か
し
、長
宣
の
子
、廣ひ

ろ

宣の
り

は
16

歳
の
時
に
家
康
公
に
赦
面
さ
れ
、そ
の
後

は
数
々
の
武
功
を
挙
げ
、五
千
石
の
禄
を

も
ら
う
ま
で
に
な
り
ま
し
た
。

　
秋
の
例
大
祭
で
は
神
輿
道
中
を
行
い
、

久
世
の
殿
様
を
は
じ
め
、天
狗
や
役
行
者
、

獅
子
舞
、子
ど
も
た
ち
も
行
列
に
加
わ
り
、

町
中
を
賑
や
か
に
練
り
歩
き
ま
す
。社
殿

で
は
舞
姫
が
浦
安
の
舞
を
奉
納
し
ま
す
。

六
ツ
美
北
部
学
区
の
祭
り

必
見
！

犬
尾
神
社
の
例
大
祭

10
月
第
4
日
曜
日

日程

日程

井
内
八
幡
宮
の
例
大
祭

10
月
第
1
日
曜
日

け
ん
び

お
お
の
ぼ
り

く　
　
ぜ

column

撮影：小嶋勝太郎

けんとう

やすふじ

みのがわ ば とう

とっ か わ

うえ じ

犬頭伝説
けんとう

　下和田町の犬尾神社に対して、ここから北へ約
2kmの宮地町には犬頭神社があります。この二つの
神社の名は、上和田城主宇都宮泰藤（後に大久保と
改姓）と白い犬が登場する「犬頭伝説」に由来してい
ます。主人の宇都宮に大蛇の危険を知らせようと吠え
た犬は、無礼者と首をはねられてしまいます。その時、
犬の首は大蛇の喉に噛み付き、尾は飛んでいきました。
頭部は犬頭神社に、尾は犬尾神社に祀られていると
いわれています。

　祭礼の幟竿は、昭和51年4月4日、旧額田町鳥川
の山から樹齢80年、66尺（約20m）の神木を切り出
したものです。リヤカーに乗せて蓑川、馬頭（現在の
美合町）、上地を通って、約４時間かけて神社まで運
び、当日はマラソン大会のように沿道からたくさんの
声援が送られました。

犬尾神社の幟竿

撮影：酒井正

いいぞ、その調子だ、
あともう少し

さぁ、持ち上げるぞ～！

みんなで担いで、
よいしょこらしょ！

竿立ては幟竿を
支えるのに必須

趣向を凝らした
子どもの神輿

行列の先頭を
天狗が歩く

中央が久世の殿様。
毎年、厄年会から選ばれる

子どもの獅子舞

境内では
浦安の舞を奉納

井
内
八
幡
太
鼓
の

奉
納
演
奏

木造の小屋から幟竿を
取り出すのも一苦労

67
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特
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改修工事が完了した占部川 占部川に架かっていた郡界橋。碧海郡と額田郡
の境界にあった 郊外型店舗が並ぶ、県道桜井岡崎線 昭和40年頃の六ツ美北部小学校 田畑が広がっていた昭和23年の六ツ美村。左上

に矢作川、右端に占部川が流れる1122334455

一
九
〇
六
年
▪
明
治
39 

碧
海
郡
六
ツ
美
村
が
誕
生…

一
九
〇
八
年
▪
明
治
41 

六
ツ
美
第
二
尋
常
小
学
校
（
現
在
の
六
ツ
美
北
部
小
学
校
）
が
開
校

一
九
三
八
年
▪
昭
和
13 

占う
ら

部べ

用
水
が
完
成

一
九
五
八
年
▪
昭
和
33 

町
制
施
行
で
碧
海
郡
六
ツ
美
町
と
な
る

一
九
六
〇
年
▪
昭
和
35 
六
ツ
美
地
区
の
土
地
改
良
が
完
成

一
九
六
二
年
▪
昭
和
37 

六
ツ
美
町
が
岡
崎
市
に
合
併
す
る

 

六
ツ
美
北
部
小
学
校
と
改
称…

一
九
六
七
年
▪
昭
和
42 

市
営
住
宅
土
井
荘
が
完
成

一
九
七
一
年
▪
昭
和
46 

六
ツ
美
北
部
小
学
校
の
北
舎
西
校
舎
が
新
築

一
九
七
七
年
▪
昭
和
52 

学
区
の
上
和
田
町
が
城
南
学
区
に
編
入

一
九
八
一
年
▪
昭
和
56 

土
井
町
公
民
館
が
開
館

一
九
八
五
年
▪
昭
和
60 

六
ツ
美
北
部
学
区
市
民
ホ
ー
ム
が
開
館

一
九
八
六
年
▪
昭
和
61 

愛
知
県
中
央
青
果
株
式
会
社
・
岡
崎
地
方
卸
売
市
場 

 
 

 

（
岡
崎
市
内
3
市
場
）が
土
井
町
に
統
合
移
転
さ
れ
る

一
九
八
七
年
▪
昭
和
62 

第
一
回
六
ツ
美
北
部
学
区
文
化
展
が
開
催

一
九
八
八
年
▪
昭
和
63 

牧
御
堂
歩
道
橋
が
完
成

 

県
道
2
9
3
号
桜
井
岡
崎
線
が
供
用
開
始 

 
 

 
 

（
前
年
に
一
部
開
通
）…

一
九
八
九
年
▪
平
成
1 

六
ツ
美
北
部
学
区
こ
ど
も
の
家
が
完
成

一
九
九
一
年
▪
平
成
3 

毘
沙
門
天
の
ホ
ソ
バ
、
犬
尾
神
社
の
大
け
や
き 

 
 

 
 

が
ふ
る
さ
と
の
名
木
に
選
定

一
九
九
四
年
▪
平
成
6 

井
内
町
公
民
館
、
土
井
町
民
会
館
が
開
館

一
九
九
五
年
▪
平
成
7 

県
道
78
号
安
城
幸
田
線
の
一
部
が
供
用
開
始

一
九
九
七
年
▪
平
成
9 

学
区
の
法
性
寺
町
・
赤
渋
町
・
中
之
郷
町
・
宮
地
町
が
六
ツ
美
西
部
学
区 

 

に
分
離

一
九
九
九
年
▪
平
成
11 

下
和
田
町
公
民
館
、
野
畑
町
公
民
館
が
開
館

二
〇
〇
二
年
▪
平
成
14 

市
道
和
田
1
号
線
が
供
用
開
始

二
〇
〇
三
年
▪
平
成
15 

市
道
井
内
新
村
線
の
一
部
が
供
用
開
始

二
〇
〇
六
年
▪
平
成
18 

牧
御
堂
町
公
民
館
が
開
館

二
〇
〇
七
年
▪
平
成
19 

県
道
78
号
安
城
幸
田
線
が
全
面
供
用
開
始

二
〇
〇
八
年
▪
平
成
20 

「
平
成
20
年
8
月
末
豪
雨
」で
占
部
川
が
越
水
し
、大
き
な
被
害
を
受
け
る

二
〇
一
〇
年
▪
平
成
22 

市
営
土
井
住
宅
が
完
成

二
〇
一
四
年
▪
平
成
26 

郡
界
橋
が
新
橋
建
設
の
た
め
撤
去…

二
〇
一
六
年
▪
平
成
28 

占
部
川
の
改
修
工
事
完
了…

六
ツ
美
北
部
学
区
の
な
り
た
ち

農
業
中
心
の
町
か
ら
商
業
・
住
宅
地
へ

その後、昭和49年に東校舎が増築され、
56年に南舎の2階建てが完成。
59年に現在の校舎になりました以降、毎年1月に六ツ美北部

小学校体育館で行われています。
みなさん、見に来てください！

犬尾神社の大けやき。
樹高18.0m、幹回り2.7m、
根回り4.5m、枝張り18.0mの

美しい樹姿

11
22

33

44

55

み

か
す

う
ら
べ

ね
む
の

渋
町
・
中
之
郷
町
・
宮
地
町
の
4
町
が
六

ツ
美
西
部
学
区
へ
分
離
さ
れ
ま
し
た
。現

在
の
六
ツ
美
北
部
学
区
は
井
内
町
、牧
御

堂
町
、土
井
町
、下
和
田
町
、野
畑
町
の
5

町
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
六
ツ
美
北
部
に
は
千
年
以
上
続
く
犬
尾

神
社
の
祭
り
や
、ふ
る
さ
と
の
名
木
な
ど
、

先
人
た
ち
が
残
し
て
き
た
財
産
を
大
切
に

し
て
い
ま
す
。多
く
の
戦
国
武
将
を
輩
出

し
た
場
所
で
も
あ
り
、町
名
な
ど
に
そ
の

名
残
が
見
ら
れ
ま
す
。こ
れ
か
ら
も
故
郷

の
歴
史
や
祭
り
、受
け
継
が
れ
て
き
た
郷

の
心
を
、未
来
の
子
ど
も
た
ち
へ
伝
え
て

い
き
ま
す
。

い
な
い

ま
き
み

ど
う 六

ツ
美
北
部
学
区
の
あ
ゆ
み

　
明
治
39
年
に
糟
海
村（
井
内
・
牧
御
堂
・

土
井
）、占
部
村（
下
和
田
・
野
畑
）、合
歓

木
村
、青
野
村
、中
井
村
、中
島
村
の
６
村

が
合
併
し
て
六
ツ
美
村
が
誕
生
し
ま
し
た
。

　
矢
作
川
左
岸
流
域
に
位
置
す
る
六
ツ
美

北
部
学
区
は
肥
沃
な
土
地
で
、道
端
に
は

ツ
ク
シ
や
タ
ン
ポ
ポ
が
咲
き
、古
く
か
ら

稲
作
が
盛
ん
に
行
わ
れ
る
田
園
地
帯
で
し

た
。裏
作
に
は
菜
種
が
栽
培
さ
れ
ま
し
た
。

特
に
昭
和
初
期
か
ら
30
年
代
ま
で
は
全
国

有
数
の
生
産
地
と
し
て
知
ら
れ「
六
ツ
美

の
菜
種
か
、菜
種
の
六
ツ
美
か
」と
い
わ
れ

る
ほ
ど
で
し
た
。

　
昭
和
40
年
代
に
入
る
と
岡
崎
市
内
の
各

所
に
団
地
が
建
設
。県
道
や
市
道
が
整
備

さ
れ
始
め
る
と
都
市
化
の
波
が
急
速
に
押

し
寄
せ
、農
業
中
心
の
地
か
ら
商
業
地
、住

宅
地
へ
と
生
ま
れ
変
わ
り
ま
し
た
。（…

 　

 

） 

そ
れ
に
伴
い
人
口
が
急
増
し
、昭
和
52
年

（
1
9
7
7
）に
上
和
田
町
が
城
南
学
区
に
、

平
成
9
年（
1
9
9
7
）に
法
性
寺
町
・
赤 66新しい道が井桁状に開通した六ツ美北部学区。平成24年撮影66

占
部
川

占
部
川

六
ツ
美
北
部
小
学
校

六
ツ
美
北
部
小
学
校

市道井内新村線

市道井内新村線

県
道
安
城
幸
田
線

県
道
安
城
幸
田
線

市
道
和
田
1
号
線

市
道
和
田
1
号
線

県
道
桜
井
岡
崎
線

県
道
桜
井
岡
崎
線 き

□人　口 11,878人
 男性 6,122人
 女性 5,756人
□世帯数 4,771世帯
□面　積 2.84㎢
[2016年7月現在]

d ata
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平成30年3月に
新橋が完成予定
平成30年3月に
新橋が完成予定

土井城のイメージ図（六ツ美歴史民俗資料館より）

初代　秀清　松平長親より土井郷を給わる
二代　清重
三代　信重　土井城を築く
四代　広孝　田原城主
五代　康重　岡崎城主として入城
六代　康紀　城郭を大改築し天守閣を築く
七代　忠利　岡崎城の土塁を石垣にする

本多氏系図

   井内八幡宮
神亀2年（725）の創建、久世の殿様ゆかり
の地。久世という字名が今も使われている

bb

   埋葬墓地の森
占部川の左岸にある小さな森。戦前、小さ
な子どもが亡くなると土に埋めて葬った。犬
や猫、ヤギなどの動物も一緒に眠っている

cc

   薬師堂
牧御堂という町名の由来になった御堂。毎
日、各戸が交替で「おぼこさん（おぶくさん・
仏飯）」を供え、大切にしている

aa

　

 

毘
沙
門
天
の
ホ
ソ
バ

樹
齢
2
0
0
年
以
上
の
ホ
ソ
バ
。何
か
起
こ
る
と

天
狗
が
降
り
て
く
る
と
伝
わ
る

f

   鍬神社
農事の守護神を祀る社。御守護符（ごしゅ
ごふ）も授与している。毎年10月第3日
曜日に秋の例大祭が行われる

d

   犬尾神社
千余年の歴史を誇る古社。境内には遊具
もあり、子どもたちの遊び場になっている

e

d

f

e

   常楽寺
かつては下和田町と坂左右町の境界付近
にあったが、いつの頃か下和田城の跡地
と伝わる現在地に移転

g   市営土井住宅
平成22年に2階建てから5階建ての10
棟にリニューアル。六ツ美北保育園や土
井公園も併設し、子育て世代に人気

h gh

　
六
ツ
美
北
部
学
区
は
昭
和
60
年
代
か
ら
新
し
い
道
が
井
桁
状
に
開
通
し
ま
し

た
。特
に
県
道
桜
井
岡
崎
線
、市
道
井
内
新
村
線
沿
線
は
ス
ー
パ
ー
や
シ
ョ
ッ
プ
、

郊
外
型
の
飲
食
店
が
建
ち
並
び
、風
景
が
一
変
し
て
い
ま
す
。

ま
ち
も
の
が
た
り
マ
ッ
プ

新
し
い
道
が
ど
ん
ど
ん
出
来
て
き
た
！

江戸時代のスゴイ人！
column

　
井
内
に
住
ん
で
い
た
華
道
の
先
生
、羽

根
田
重
太
郎
さ
ん
は
13
歳
で
池
の
坊
に

入
門
し
、そ
の
道
を
極
め
る
こ
と
50
余
年
。

家
元
最
高
位
の
総
華
督
を
取
得
し
、大
勢

の
弟
子
を
育
て
ま
し
た
。夫
人
の
常
得
さ

ん
も
茶
道
を
た
し
な
み
、教
育
者
と
し
て

熱
心
に
指
導
さ
れ
ま
し
た
。

　
昭
和
9
年（
1
9
3
4
）、数
年
後
に
金

婚
式
を
迎
え
る
羽
根
田
夫
妻
を
祝
福
し
よ

う
と
、井
内
の
人
び
と
が
発
起
人
と
な
り
、

寿
碑
を
建
立
。同
年

３
月
に
は
除
幕
式
を

兼
ね
た
祝
賀
会
が
盛

大
に
行
わ
れ
、井
内

の
31
軒
の
家
々
が
生

け
花
の
展
示
会
場
に

な
り
ま
し
た
。夫
妻

が
村
中
の
人
び
と
に

慕
わ
れ
て
い
た
こ
と

が
分
か
り
ま
す
。

羽
根
田
夫
妻
の
寿
碑
が

二
つ
並
ぶ

明
治
か
ら
昭
和
初
期
に
活
躍
し
た

  

ス
ゴ
イ
人
！

column茶
華
道
を
極
め
た
羽
根
田
夫
妻…

　土井町に城屋敷という字名があります。
ここはかつて土井城が築かれた場所で、
本多一族が支配していました。三代信重
が土井城を築き、五代康重は多くの武功
を治めて岡崎城主に。その後も三代続け
て岡崎城主を務めました。

土井城を築き、岡崎城主を務めた
本多一族…

社宮司社の境内に▷
建つ「土井一族発
祥の地」

◁土井町城屋敷の住
　宅街の一角に、本
　多秀清の墓がある

誓法寺誓法寺

常夜灯常夜灯

土井城跡
本多秀清の墓
土井城跡
本多秀清の墓

社宮司社
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平成30年3月に
新橋が完成予定
平成30年3月に
新橋が完成予定

土井城のイメージ図（六ツ美歴史民俗資料館より）

初代　秀清　松平長親より土井郷を給わる
二代　清重
三代　信重　土井城を築く
四代　広孝　田原城主
五代　康重　岡崎城主として入城
六代　康紀　城郭を大改築し天守閣を築く
七代　忠利　岡崎城の土塁を石垣にする

本多氏系図

   井内八幡宮
神亀2年（725）の創建、久世の殿様ゆかり
の地。久世という字名が今も使われている
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   埋葬墓地の森
占部川の左岸にある小さな森。戦前、小さ
な子どもが亡くなると土に埋めて葬った。犬
や猫、ヤギなどの動物も一緒に眠っている
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   薬師堂
牧御堂という町名の由来になった御堂。毎
日、各戸が交替で「おぼこさん（おぶくさん・
仏飯）」を供え、大切にしている
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わ
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   鍬神社
農事の守護神を祀る社。御守護符（ごしゅ
ごふ）も授与している。毎年10月第3日
曜日に秋の例大祭が行われる
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   犬尾神社
千余年の歴史を誇る古社。境内には遊具
もあり、子どもたちの遊び場になっている
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   常楽寺
かつては下和田町と坂左右町の境界付近
にあったが、いつの頃か下和田城の跡地
と伝わる現在地に移転

g   市営土井住宅
平成22年に2階建てから5階建ての10
棟にリニューアル。六ツ美北保育園や土
井公園も併設し、子育て世代に人気
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江戸時代のスゴイ人！
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が
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　土井町に城屋敷という字名があります。
ここはかつて土井城が築かれた場所で、
本多一族が支配していました。三代信重
が土井城を築き、五代康重は多くの武功
を治めて岡崎城主に。その後も三代続け
て岡崎城主を務めました。

土井城を築き、岡崎城主を務めた
本多一族…
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